
図：0．5％terpinen‐4‐olのStreptococcus mutansバイオフィルムに
対する浸透性ならびに抗菌性（A），バイオフィルム形成菌に対
するTea Tree Oil構成成分の単独ならびに併用による抗菌効果
（B）
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バイオフィルムに対する天然精油成分の浸透性に関する最近の知見
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口腔バイオフィルムは物理的除去ならびに抗菌成分を
用いた殺菌によりコントロールされるが，抗菌成分が浸
透しないため効果的な抗菌アプローチが困難であること
が報告されている．そのため，バイオフィルムに浸透し
やすい抗菌成分の開発、応用方法の検討が進められてい
る1．
天然精油成分，テルペン類は角層脂質との相互作用に

より脂質膜の構造変化や流動性を高め，角層内の拡散を
促進することで皮膚への浸透性を高めることが知られて
おり2，現在，医薬品をモノテルペン環状エーテル1，8‐
cineoleを主成分とするユーカリプタスオイルに溶解して
キャリアとして皮膚に浸透させる技術も開発されてい
る．1，8‐cineoleはユーカリプタスオイル以外にもTea

Tree Oil中に2．5％含有されていることが知られている
が，この浸透促進作用に注目し，バイオフィルムへの応
用が検討されている．2009年には1，8‐cineoleの併用によ
り，MRSAならびにPseudomonas aeruginosaが形成する
バイオフィルムに対するクロルヘキシジングルコン酸塩
の抗菌活性が相乗的に高められることが明らかにされ
た3．
現在まで我々は，天然精油Tea Tree Oil中の主な抗菌

成分であるterpinen‐4‐olがStreptococcus mutansのバイオ
フィルムに対する顕著な抗菌作用を有することを報告し
てきた（図‐A）．今回の報告より，terpinen‐4‐olと1，8‐
cineoleの併用を検討した結果，5分間処理におけるバイ
オフィルムに対する相乗的な抗菌活性は認められず，1，8
‐cineole濃度依存的に阻害傾向が認められた（図‐B）こ
とから，抗菌成分と浸透促進成分の組み合わせにより得
られる抗菌効果が異なることが推測される．
このことはSchmittらによる精油の構成成分の経皮吸

収における皮膚浸透性の実験でも示唆されており，モノ
テルペンの各成分において浸透性を促進する成分が異な
ることが報告されている4．
今後，新しい抗菌成分の発見・開発に加えて，浸透促

進成分の併用による既存の薬剤の抗菌効果の増強が今後
のバイオフィルムに対する効果的なアプローチの一助と
なることが期待される．
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